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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第37期
第２四半期
連結累計期間

第38期
第２四半期
連結累計期間

第37期

会計期間
自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日

自  平成24年４月１日
至  平成24年９月30日

自  平成23年４月１日
至  平成24年３月31日

売上高 (百万円) 350 199 566

経常損失(△) (百万円) △72 △1,718 △93

当期純利益又は
四半期純損失(△)

(百万円) △74 △1,722 401

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) △74 △1,722 401

純資産額 (百万円) 4,004 2,766 4,481

総資産額 (百万円) 7,753 4,879 6,558

１株当たり当期純利益金額
又は四半期純損失金額(△)

(円) △3.85 △88.53 20.64

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 51.6 56.7 68.3

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 14 △25 172

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 66 △2 228

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △112 27 △427

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(百万円) 7 9 11

　

回次
第37期
第２四半期
連結会計期間

第38期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自  平成23年７月１日
至  平成23年９月30日

自  平成24年７月１日
至  平成24年９月30日

１株当たり四半期純損失金額
(△)

(円) △2.48 △0.57

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

　

２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社及び当社の関係会社が営む事業の内容について、重要な変更は

ありません。また、主要な関係会社の異動もありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において、当社グループが判断したもので

あります。
　

(1) 業績の状況

当第２四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年９月30日まで）のわが国経済は、期前半

には政策効果や震災復興需要の下支えにより一部に持ち直しの動きも見られましたが、欧州の信用不安

や円高の定着、並びに中国など新興国経済の減速を主因として、景気の先行きに停滞色が強まっておりま

す。

このような状況のもと当社グループは、前期に引き続き、主力の債権回収事業に経営資源を集中させ、

収益力の改善と安定的な事業運営体制の構築に努めてまいりました。

サービサー業界におきましては、金融機関の不良債権処理の減少による市場規模縮小に加え中小企業

金融円滑化法の影響もあり、依然として厳しい環境が続いておりますが、同事業を営む株式会社ジャス

ティス債権回収では、取り巻く環境の変化に対応すべく、採算管理を徹底し、各債務者の状況に応じたき

め細かい対応と与信管理に取り組み、回収業務効率の向上を図っております。

当第２四半期における売上高は、債権回収事業の取扱高及びファクタリング事業の営業貸付金がとも

に前年同期に比べ減少したことにより、199百万円（前年同期比43.2％減）となりました。損益面につい

ては、第１四半期において、販売費及び一般管理費に株式会社ジャスティス債権回収の既存取扱債権の貸

倒引当金（取得から一定の期間を経過した買取債権に対して同社の定めた基準に基づき増加させるも

の）1,692百万円の繰入を行ったため、営業損失は1,751百万円（前年同期は92百万円の損失）、経常損失

は1,718百万円（前年同期は72百万円の損失）、四半期純損失は1,722百万円（前年同期は74百万円の損

失）となりました。

　

セグメントの業績は、次のとおりであります。

①　債権回収事業

債権回収事業につきましては、回収の進んでいない既存債権の掘り起こしとともに、前期以前に買取

成果の見られた住宅ローン債権の求償債権や破産管財人からの譲受債権など収益性の見込める債権の

精査作業を強化して、効率的な回収戦略の策定、実行に注力しました。しかし、厳しい事業環境の中で取

扱債権が減少した影響が大きく、債権回収高は大幅に前年同期を下回りました。債権の買取に関して

は、金融機関からの債権売却の減少に伴うサービサー間の入札競争激化、買取価格高騰の影響を受け、

引き続き低調な状況にありますが、セカンダリー市場への参入等により新規債権の獲得に努めており

ます。

この結果、当期間の売上高は173百万円（前年同期比41.9％減）となりました。一方、コスト面におい

ては、第１四半期において取得から一定期間を経過した既存取扱債権の精査結果を踏まえ、より保守的

な対応が必要と判断し、1,692百万円の貸倒引当金を追加計上したことから、営業損失は1,692百万円

（前年同期は23百万円の損失）となりました。
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②　ファクタリング事業

ファクタリング事業につきましては、現在、株式会社ＩＦのクーポンファクタリング事業及び大口

ファクタリング事業を休止しておりますが、既存の貸付債権について管理・回収を行っております。

当期間の売上高は、営業貸付金の減少により24百万円（前年同期比51.0％減）となり、営業利益は、

８百万円（前年同期比77.0％減）となりました。

　

(2) 財政状態の分析

当第２四半期末の総資産は前連結会計年度末に比べ1,678百万円減少し、4,879百万円となりました。ま

た、純資産は前連結会計年度末に比べ1,714百万円減少し、2,766百万円となりました。

総資産及び純資産の主な減少要因は、株式会社ジャスティス債権回収の買取債権に対する貸倒引当金

の増加1,692百万円であります。

負債は、短期借入金の増加などにより、前連結会計年度末に比べ35百万円増加し、2,112百万円となりま

した。

　

(3) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間末の現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）の残高は９百万円とな

り、前連結会計年度末に比べ１百万円減少しました。

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況は、次のとおりであります。

　

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

営業活動による資金の減少は、25百万円（前第２四半期連結累計期間は14百万円の増加）となりまし

た。これは主に税金等調整前四半期純損失が1,718百万円、貸倒引当金の増加額が1,703百万円、法人税等

の支払額が10百万円あったことによるものです。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

投資活動による資金の減少は、２百万円（前第２四半期連結累計期間は66百万円の増加）となりまし

た。これは主に無形固定資産の取得による支出が３百万円あったことによるものです。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

財務活動による資金の増加は、27百万円（前第２四半期連結累計期間は112百万円の減少）となりまし

た。これは主に短期借入金の純増によるものです。

　

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、新たに発生した事業上及び財務上の対処すべき課題はありませ

ん。

　

(5) 研究開発活動

該当事項はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 100,000,000

計 100,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成24年９月30日)

提出日現在発行数(株)
(平成24年11月９日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 19,455,339 19,455,339
大阪証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
(スタンダード)

単元株式数は100株
であります。

計 19,455,339 19,455,339― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成24年７月１日～
平成24年９月30日

― 19,455,339 ― 7,609 ― ―
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(6) 【大株主の状況】

　 　 平成24年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

株式会社シグマ 東京都港区南青山２丁目２番８号 15,199 78.12

栗 原 敬 一 埼玉県入間市 366 1.88

宮 田　進 兵庫県神戸市 242 1.24

株式会社ブルーバード 東京都港区南青山２丁目２番８号 168 0.86

古 瀬 公一朗 東京都江戸川区 117 0.60

井 手 雅 一 福岡県宗像市 62 0.31

平 沢　隆 千葉県船橋市 60 0.30

古 田 哲 郎 東京都三鷹市 57 0.29

阿 部　鋼 東京都杉並区 55 0.28

合同会社とまと 東京都杉並区桃井２丁目２―12 53 0.27

計 ― 16,380 84.19
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

　 　 　 平成24年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 　　　　　　　　　　― 　　　　　　　　　― ―

議決権制限株式(自己株式等) 　　　　　　　　　　― 　　　　　　　― ―

議決権制限株式(その他) 　　　　　　　　　　―                 ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
 (自己保有株式)
 普通株式　　　　 　600

              ― ―

完全議決権株式(その他)  普通株式　　19,428,400 194,284 ―

単元未満株式  普通株式 　　   26,339               ― ―

発行済株式総数 　           19,455,339               ― ―

総株主の議決権 　　　　　　　　　　― 194,284 ―

(注)　「完全議決権株式(その他)」の「株式数」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が800株含まれております。ま

た、「議決権の数」の欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数８個が含まれております。

　

② 【自己株式等】

　 　 平成24年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

(自己保有株式)
株式会社ＭＡＧねっと
ホールディングス

東京都港区南青山
２丁目２－８

600 ― 600 0.00

計 ― 600 ― 600 0.00

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(平成24年７月１日

から平成24年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成24年４月１日から平成24年９月30日まで)

に係る四半期連結財務諸表について、明誠監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成24年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 11 9

受取手形及び売掛金 13 9

営業貸付金 2,874 1,613

買取債権 5,332 5,279

未収入金 797 781

未収収益 444 489

短期貸付金 893 2,151

その他 88 75

貸倒引当金 △4,035 △5,724

流動資産合計 6,421 4,686

固定資産

有形固定資産 32 36

無形固定資産

その他 28 23

無形固定資産合計 28 23

投資その他の資産

その他 438 360

貸倒引当金 △363 △226

投資その他の資産合計 75 133

固定資産合計 137 192

資産合計 6,558 4,879

負債の部

流動負債

短期借入金 229 256

未払金 490 513

未払法人税等 32 11

債務保証損失引当金 1,103 1,090

その他 159 176

流動負債合計 2,015 2,050

固定負債

その他 61 62

固定負債合計 61 62

負債合計 2,077 2,112

純資産の部

株主資本

資本金 7,609 7,609

利益剰余金 △3,127 △4,842

自己株式 △0 △0

株主資本合計 4,481 2,766

純資産合計 4,481 2,766

負債純資産合計 6,558 4,879
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(2)【四半期連結損益及び包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年９月30日)

売上高 350 199

売上原価 1 －

売上総利益 348 199

販売費及び一般管理費 ※１
 440

※１
 1,950

営業損失（△） △92 △1,751

営業外収益

受取利息 15 24

受取手数料 20 25

匿名組合投資利益 41 －

雑収入 23 6

営業外収益合計 101 56

営業外費用

支払利息 74 4

支払手数料 4 3

貸倒引当金繰入額 － 11

雑損失 2 3

営業外費用合計 81 23

経常損失（△） △72 △1,718

特別利益

特別利益合計 － －

特別損失

特別損失合計 － －

税金等調整前四半期純損失（△） △72 △1,718

法人税、住民税及び事業税 2 4

法人税等合計 2 4

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △74 △1,722

四半期純損失（△） △74 △1,722

四半期包括利益 △74 △1,722

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △74 △1,722

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △72 △1,718

減価償却費 17 12

受取利息及び受取配当金 △15 △24

支払利息 74 4

貸倒引当金の増減額（△は減少） 131 1,703

営業貸付金の増減額（△は増加） 21 －

差入保証金の増減額（△は増加） 6 △5

買取債権の増減額（△は増加） 70 52

預け金の増減額（△は増加） △120 △0

未収入金の増減額（△は増加） 6 3

未収収益の増減額（△は増加） △48 △24

仕入債務の増減額（△は減少） △2 －

未払金の増減額（△は減少） △14 △14

その他 11 △3

小計 67 △14

利息及び配当金の受取額 0 0

利息の支払額 △38 △0

法人税等の支払額 △14 △10

営業活動によるキャッシュ・フロー 14 △25

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 － △0

無形固定資産の取得による支出 － △3

貸付金の回収による収入 6 －

敷金及び保証金の差入による支出 － △0

敷金及び保証金の回収による収入 10 0

匿名組合出資金の払戻による収入 48 －

投資活動によるキャッシュ・フロー 66 △2

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 7 71

短期借入金の返済による支出 △109 △44

長期借入金の返済による支出 △11 －

その他 0 △0

財務活動によるキャッシュ・フロー △112 27

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △31 △0

現金及び現金同等物の期首残高 38 11

連結除外に伴う現金及び現金同等物の減少額 － △0

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１
 7

※１
 9
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　  偶発債務

連結会社以外の会社の借入金等に対して、債務保証を行っております。

　
前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成24年９月30日)

マルマン㈱ 377百万円 マルマン㈱ 317百万円

㈱ＶＥＳＴＡ 75百万円 ㈱ＶＥＳＴＡ 75百万円

計 453百万円 　 393百万円

　

(四半期連結損益及び包括利益計算書関係)

※１  販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

　

　
前第２四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年９月30日)

給料手当 82百万円 80百万円

支払手数料 76百万円 78百万円

貸倒引当金繰入額 147百万円 1,692百万円

減価償却費 17百万円 12百万円

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※１  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

は、次のとおりであります。

　

　
前第２四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年９月30日)

現金及び預金 7百万円 9百万円

現金及び現金同等物 7百万円 9百万円
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(株主資本等関係)

前第２四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年９月30日)

１．配当金支払額

該当事項はありません。

　

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

当第２四半期連結累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年９月30日)

１．配当金支払額

該当事項はありません。

　

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ  前第２四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年９月30日)

 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 (単位：百万円)

　

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結損
益及び包括利
益計算書計上
額債権回収 ファクタリング 合計

売上高 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 299 50 349 0 350

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

― ― ― ― ―

計 299 50 349 0 350

セグメント利益又は損失(△) △23 38 15 △107 △92

(注)１. セグメント利益又は損失の調整額△107百万円には、各報告セグメントに配分していない全社費用等が含まれ

ております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

    ２. セグメント利益又は損失は、四半期連結損益及び包括利益計算書の営業損失と調整を行っております。

　

Ⅱ  当第２四半期連結累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年９月30日)

 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 (単位：百万円)

　

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結損
益及び包括利
益計算書計上
額債権回収 ファクタリング 合計

売上高 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 173 24 198 0 199

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

― ― ― ― ―

計 173 24 198 0 199

セグメント利益又は損失(△) △1,692 8 △1,683 △67 △1,751

(注)１. セグメント利益又は損失の調整額△67百万円には、各報告セグメントに配分していない全社費用等が含まれて

おります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

    ２. セグメント利益又は損失は、四半期連結損益及び包括利益計算書の営業損失と調整を行っております。
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(金融商品関係)

前連結会計年度末(平成24年３月31日)
　

科目
連結貸借対照表
計上額(百万円)

時価(百万円) 差額(百万円)

買取債権 5,332　 　

　貸倒引当金 △2,743　 　

　 2,588 2,588 ―

　 　 　 　

(注) 買取債権の時価の算定方法

見積将来キャッシュ・フローの現在価値に基づいて貸倒見積高を算定しているため、時価は連結決算日における

貸借対照表価額から現在の貸倒見積高を控除した金額に近似しており、当該価額をもって時価としております。

　
　
当第２四半期連結会計期間末(平成24年９月30日)

買取債権が、企業集団の事業の運営において重要なものとなっており、かつ、前連結会計年度の末日に比

べて著しい変動が認められます。
　

科目
四半期連結貸借対照表
計上額(百万円)

時価(百万円) 差額(百万円)

買取債権 5,279　 　

　貸倒引当金 △4,435　 　

　 844 844 ―

　 　 　 　

(注) 買取債権の時価の算定方法

見積将来キャッシュ・フローの現在価値に基づいて貸倒見積高を算定しているため、時価は連結決算日における

貸借対照表価額から現在の貸倒見積高を控除した金額に近似しており、当該価額をもって時価としております。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第２四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年９月30日)

１株当たり四半期純損失金額 3円85銭 88円53銭

(算定上の基礎) 　 　

四半期純損失金額(百万円) 74 1,722

普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

普通株式に係る四半期純損失金額(百万円) 74 1,722

普通株式の期中平均株式数(千株) 19,454 19,454

(注)  潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成24年11月８日

株式会社ＭＡＧねっとホールディングス

取締役会  御中

　

明誠監査法人

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    西谷　富士夫   印

　
指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    市原　　　豊   印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式
会社ＭＡＧねっとホールディングスの平成24年４月１日から平成25年３月31日までの連結会計年度の第２四
半期連結会計期間(平成24年７月１日から平成24年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成24年４
月１日から平成24年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結
損益及び包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ＭＡＧねっとホールディングス及び
連結子会社の平成24年９月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営
成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において
認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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